CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消安法）で指定される 
特を保守ち溫でォ 

法定点検を受けるために所有者登録をおこなってください。 
(製品に同個した「所有者票」に記入し投函願います。） 


m エフエフ ジーワイ エフエフ ジーワイ 

式 FF-3512GY • FF-4212GY 



このたびは、コ□ナ石ミ由ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちがい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 危険 


ガソリン使用禁止 
^ま用燃料：な油 

KEROSENE ONLY 


A 警告 


給排気筒を必ず点檢してくださし、 




□ 特にま意しでいただきたいこと 

保きのために必すお守りください) 一 1〜2 


求口油の廃棄についで-2 

且使用する場所^- -3 

且各部のなまえ^-一3〜4 

•外観図.構造図-3 

•操作部.表示部 一- - -4 

Q 使用前の準備- — 4~5 

♦点乂前の準備と確認-4 

•燃料- -4 

•給油-5 

且使用方ま — - 6〜8 

•点乂-6 

参室/皿の调節 〇 

•消乂-6 

♦タイマーの使用方ま^-7~8 

•チャイルド□ツク^- -8 

回安き装置-8 

□ その他の装置-8 

回日常の点検-手入れ 9〜10 

回定期点検^-10 

阻故障-異常の見分け方と処置方法-11 

田部品交換のしかた-11 

旧保管(長期間使用しない場台） - 12 

旧仕様 -- 11 --，- 一^ ——12-13 

旧アフターサービス-13 

旧据付け-移設-14 
































































田特にま意していただきたいこと度全のために納約りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や財産への損害 
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意日未は巧のよラになつでいます。 

内容をよく理解しでから本文をお読みください。 ^ ± 

本文中のマークは、次の意味を表します。 


A 危険 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをす 
ると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
乂災の危険び差し迫ってちじることび想定 
される内容を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取りあいをす 
ると、人び死 t 、 重傷を負ラ巧能性、また 
は乂災の巧能性び想定される内容を示しで 
います。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをす 
ると、人び傷害を負ラ巧能性や物の損害の 
発生び想定される内容を示しでいます。 


\AA 

このマークは、 r 注意」し 
ていただく内容です。 


この7—クは、してはい 
けなし、 r 禁止」を表してい 
まず。 

loc 

このマークは、必ず実行 
していただく r 指示」を表 
していまず。 , 


么危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用 
しないでください。少量の混入でち乂災の原 
因になります。 


(§) 


么警告 (WARNING) 


温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入 
□をふさびないでください。巧類、紙 
などでふさぐと、乂災の原因になります。 


給排気筒(管 • ホース)外れち険 



給排気筒（管-ホース）び外れたま 

a 



ま使用しないでください。 


篤 

外れでいると運転中に排ガスび室内 



V__ 

し漏れで、危険です。 パ 

/ / / 


化 Eiim 議 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでく 
ださい。巧類び乾燥すると、ストー 
ブの熱気でゆれで巧類び落下しで乂 
が'つき、乂災の原因になります。 




ご自身での据付け • 移設工事の厳禁 


お客様ご自身による工事は危険 
です。 

据付け工事は販売店や専門業客 
にご依頼ください。（ス I ブ 
を移設させる場合ち同じです。） 



給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのため 
の金網などは付けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスび室内に漏れる可能 
性びあり危険です。 


°=|| 〇 
} tA ) V / よ 測割 • 



定期点検の実施 

定期的に年に1回程度)に点検•整 
備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使用し続け 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。点検-整備はお買い求め 
の販売店や資格客のいる店に依頼しでください。 

給排気筒トップ閉そくち険 

給排気筒トップの周りび雪でふ 
さびれたまま使用しないでくだ 
さい。ふさが'れでいるときは、 

除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」 

は給排気の妨げになるのでおやめください。閱そくしで 
いると運転かに排ガスび室内に漏れで、危険です。^ 

スプレー 生厳禁 

スプレーあや力たットこんろ用 
ボンベなどを温風のあたるとこ 
ろに放置しないでください。 

熱で击の圧力び上びり、爆発しで危険です。 




カーテン、寝具など可燃物 
近接禁止 

カーテン-布団や毛布など燃えや 
すいちのを近つ'けないでください。 
乂災び発生するおそれびあります。 


么注意に AUTION) 
り 



可燃物との距離を離す 

可燃物との離隔距離についでは、標準据付図 
( 14ページ)を参照しでください。 

初めてお使いになるとさのま意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などが'焼 
きイ寸くまで煙とにおいび出ます。しばらくの間、 

窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場合び考えられます 
ので、この間は部屋に入れないでください。 


〇 

〇 


〇 


据付け上の注意 

参お客様ご自身による工事は危険です。 

据付け工事や移設工事は、必すお買い求めの 
販売店に依頼しでください。 

•ストーブおよび給排気筒の据付けについでは乂災予防 
条例、石油燃焼機器の設置薑準による規制びあります 
ので、これに従つで据付けでください。 

参ストーブ'の固定は、本体固定金具などで、確実に固定 
しでください。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、温風吹 
出口、給排気筒トップに手な 
どふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 

•小さいお寺様のいるご家庭では、特にま意しでください。 







































































































油漏れ確認 

給油□は確実に閉めでください。 

給油□を下にしで、油漏れが'ないこ 
とを確かめでください。 

給油□が'確実に閉まっていないと簡 
単に開いで、乂災の原因になります。 


么注意に AUTION) 

〇 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力(曲げる、ねじる、 
引っ張る)を加えたり、物をのせたりし 
ないでください。高温部に近づけたり、 
束ねたまま使用しないでください。 

また、電源プラグをおくときは、コー 
ドを持って引き抜かないでください。 
乂災や感電の原因になります。 



可燃性ガス使用禁止 

ストーブを使用しでいる部屋で、可燃性ガスび 
発生するちの(ガソ IJ ン、ベンジン、シンナー)、 
スプレーを使用しないでください。 

乂災や故障の原因になります。 

0 

'打油の保管 A 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射 mm 

日光をさけた願に保管しでください。 ス y 

ガソ IJ ンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 

電源プラグのお手入れをずる A 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（および mm 
金属物）を除去しでください。（ほこりびたまるス y 
と湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になります。 

改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ス1 -一 
フ''本体や給排気筒には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

乂災や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 

0 

機器を廃棄ずるとさの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、固定タンク内の 
な'油を抜き取っでください。0^9ページ） 

な'油が'入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わめ事故になるおそれが'あります。 

〇 

特殊用途には使用しない 

食品-精密機器-美術品の保をや、動植物の 
飼育-裁培などには使用しないでください。 

0 

不良'打油使用禁止 

変質な'油（持ち越したな'油)、不純な'油（な'油]^外 
の'油•水-ごみが'混入したな'油など）などの不良 
な'油を使用しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 

0 

腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや花びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーフ''が'変 
おすることびあります。また、水び内部に入る 
と、感電、乂災、故障の原因になります。 

0 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントに根元まで確 
実に差しこんでください。（また、傷ん ，鱗^ 

だプラグやゆるんだコンたントは使用 
しないでください。 ） 乂災の原因になります。めれた手で 
の抜き差しはしないでください。感電の原因になります。 





温風 I し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないでくだ 
さい。低温やけどや脱水症状になる 
おそれが'あります。温風を直接吸い 
込まないでください。気分び悪くな 
ることびあります。 

低温やけどにっいて 

•比較のおい温度 (40 で〜60で)でち長時間皮ふの同じ所 
び熱せられると、熱い、痛いなどの自覚症状びなくでち 
低温やけどのおそれびあります。 

参なのよラなちは特にを意しでください。 

•乳幼お、おを寄り、皮ふの弱いち 

•眠気を誘ラ薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用されたち 

•深酒、疲勞の激しいち _ 

高温部（やけど）に注意 

燃焼巧や消乂直後は、高温部(ブリルの周巧など)、 

排気筒(煙突、排気筒トップ、給排気筒トッフつに 
手などふれないでください。やけどのおそれびあります。 

異常-故障時使用禁止 

油漏れやにおい、すすの発生、炎 
の色など異常や故障と思われると 
きは使用しないでください。事故 
の原因になります。すみやかに運 
転キーを「停止」にしでください。 


A 



長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないときは、電源プラグを抜いで 
ください。 

乂災や予想しない事故の原因になります。 


こが乂\ 

运 



給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、な油や ® 

可燃物など引乂のおそれのあるち 
のを置かないでください。 

乂災のおそれが'あります。 

分解修理の禁止 

故障-破損したら使用しないで 
<ださい。不完全な修理は危険 
です。お買い求めの販売店また 
はコ□ナサービスたンターに修理を依頼しでください。 



電源の接続 

参電源は適正配線された単相100 V のコンたント 
必外は使用しないでください。 

発熱-発乂の原因になります。 

参電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用- 
他の電気器具とのタコ足配線など、定格を超える使いち 
をしないでください。発熱•発乂の原因になります。 

指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けが'や乂災の原因になります。 

給油時消义 

給油は、必す消乂しでからおこ 
なつでください。こぼれたな油 
はよくふき取つでください。 

乂災のおそれが'あります。 


0 

の使用- 
S 使いち 
ます。 

0 



外出ずるときは消义 

外出するとさは、必す遷転を停止し消乂しでく 
ださい。_ 

居室内給油禁止 

給ミをは、必す乂の気のないところでおこなつで 
ください。乂災のおそれが'あります。 


〇 

0 


お願い (NcmcE) 想 SS 


な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 















































































国使用する場所 


を全に使用するために 


•ストーブを安全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

•場所の還定は「据付け場所の還定および標準据付け例」の項をお読みください。14ページ) 


•クリーニング店、美容院など化巻薬品を使用する場所では使用しないでください。 
化巻薬品などの影響により異常燃焼や故障の原因になります。 


•標高び1500 m を超える高地では使用しないでください。（空気の濃度び薄いため、燃焼に 
必要な空気び不足します。）高地で使用する場台は、調整び必要です。（詳しくは、工事説明 



書の r 高地で使用の場合) をご覧ください。） 

•巧の場所では使用しないでください。乂災やす想しない事故の原因になります。 


•水平でない場所、不安定な場所 •階段、避難□などの付おで避難の支障となる場所 

• 不安定な物をのせた棚などの下 • マントルピース内 

•可燃性ガスの発生する場所または、たまる場所 ♦温室、飼胃室、乾燥室など人のいない場所 

♦ 付近に燃えやすい物びある場所 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 


参外気に接する窓の 
下や壁面に置くと、 
を気びス I -ーブで 
暖められ、温風と 
しで巧流しますの 
で効果的です。 


V 



温風の循環を巧ばない 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 


•障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかり 
でなく、本体の温度び上昇しで危険です。また、温 
風び回り込み室温調節び正しく働かない場含びあり 
ます。 



•温臟出□側の空間を広くとれる場所を選んでくださし、 D J 


回る部のなまえ 


C 外観図） 


〈正面〉 


表示部 


前パネル 





消面〉 



フアンフイルター^ 
本体固定を具 

ルームサーモ 
じンサー 

排気管抜け検知用 
電源コー 



※運転中はガス t ンサーび発光-点滅するため、隙間から化び見えることびあります。 


背面 カバー 

巧流用送風機 

排気管取巧 □ 
給排気筒 

^ 給気管取巧 □ 
給気 ホース 





















































































































































0 栗作部-表示部） 


チャイルド□ツクキー 
チャイルド □ツクランプ 
U 尿8ぺージ） 


給油り 


表示の換キー 
時計合せランプ 
タイマー合せランプ 
7‘8ぺージ） 


デジタル表示部 
f 現在時刻表示 
タイマーじット時刻表示 
1設定温度•室内温度表示 


おはよラタイマーキー 
おはようタイマーランプ 
(原 7‘8ぺージ） 


運転 キー 
運転ランプ 
(卸6〜8ぺージ） 




傾5ぺージ) 



I n-®cM 

;チゃイルド f 
、□ツ ク 

3回巧し 


1時間 

1 = 〇〇 2 時間 CcM 

タイ7-運転 


おはよう おやすみ 


=<0 

。入/切 


エコ キー 
エコランプ 
(卸 6 ぺージ) 


温度調節キー ( t :^ 6ぺージ） 
時計調節キー ( t ：^ 7ぺージ） 


おやすみタイマーキー 
おやすみタイマーランプ 
7 .8 ぺージ） 


>はじめでお使いになる前に 

輸送時の傷を防止するために、操作部-表示部の表面には保護フイルムが'貼っであります。ご使用前に取り除いでください。 
コーナー部分にじ□八ンテープを貼りはけで、いっしょにはびすとより簡単に取り除けます。 

(保護フイルムは、ストーブの設置工事の際にはびしである場含びあります） 


回ほ用前の準備 


点义前の準備と確認 


■電源の接続 


[ A 注意1 電源プラヴ•コードの発熱-発乂を防ぐため(こ ••• 

•電源プラグはコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 

• 電源は必す適正配線された単相1 00 V のコンじントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


■送油経路の点検 


\ 注意 I 給油タンクおよび機器などから油 
漏れが'ないことを確認の上、ご使用ください。 

•ミ由漏れのあるときは、使用を中止しお買い求め 
の販売店またはコ□ナサービス t ンターにごホ目 
談ください。 


■ストーブ周囲の確認 

カーテン*布団 


A 注意 


や毛布など燃えやすいちの 
を近づけないでください。 
乂災び発生するおそれびあ 
ります。 


■給排気筒接続部の確認 

么警告]給排気筒（管-ホース） 


び夕け I たまま使用しないでくださ 
し、。外れでいると運転中に排ガス 
が'室内に漏れで、危険です。 


燃料は必ずな巧 ( J 旧1暑な巧）を使用しで<ださい。 

(§) 

0 

〇 


を険 I ガソリンなどの揮発性の高い油は絶巧に使用 
しないでください。乂災の原因になります。 

>レ注意 I 不良な油(変質な油、不純な油)は絶対に使用 


しないでください。 

>レ!^ま意 I な油は必す乂気-雨水-ごみ-高温および直 


射曰光をさけた場所に保管しでください。 

ガソ U ンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれびあります。 


不良な油（変質'打油•不純'打油）とは’ 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない所でおこなつでください。） 

涵 X 涵 


な油はめれたまま 


ガソリンはすぐ乾く 


昨シーズンより 
持ち越しのな油 




0 




長期間曰化にあ 
たる所や温度の 
高い所に保管し 


たな油 



容器のぶ八:が 11け 
であったり、乳白 
色のポリ容器で保 
管した灯油 


0 



か-ごみやな油 
夕 I の油びほん 
のねすかでち混 
入した灯油 



N 1度に変質したものは、黄色0未びかったり、すっぱいにおいびします。 
>必すなミ由用のポリタンクをお使いください。 

>なミ由はシーズン中に使いきりましよラ。 


■変質な油や不純な油などの不良な油を使用 
ずると、機器の故障の原因になります。 

•ミ由の程度にもよりますび、燃焼不良をおこし 
たり、ス I -ーフ''の損傷を早め、故障の原因に 
なり寺す 

参水やごみび送ミ由経路内に流れこみ、ミ由漏れや 

_燃焼不良•着乂不良の原因になります。_ 

■変質な油や不純•打油などの不良な油を使用 
したとさは… 

参給油タンク-固定タンク内のな巧をおき、給 
ミ由タンクはきれいななミ由で2〜3回洗っでか 
ら使用しでください。 

(悪いミ由が'残っていると再発します。） 

参悪いミ由をおきとってち効果のないときは、お 
買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお 
客様ご相談窓□にご連絡ください。 


•変質巧油、不純巧油などの不良巧油か原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の巧象外となります。 
一*^ ^ •変質の油の処理でお困りの場台は、巧油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


























































































































垃注意 1 給油は必す消乂しでから乂の気のないところでおこなつでください。乂災のおそれびあります。 


給油の手順と注意 


1•給油タンクを取り出し、給油□を開いでくださし、。 

•才ープンつまみを強く引い 
で、給巧□を開いでください。 


>燃焼中は絶対に給ミ由タンク 
を取り出さないでください。 

>給ミ由タンクは、ぶつけたり落 
としたりしないよラ、でいね 
いに取り扱つでください。 


①強く引く 



オープンつまみ 


3•給油□をしめて < ださい。 


2•給油しで < ださい。 

参市販の給》ポンプなどを使用しで、 
ミ由量計を見ながら給ミ由しでください。 
参ミ由量計の半分くらいまで色び変わつ 
たら、給ミ由をやめでください。 


力を加之る 


ま意 I 給油□は、確実(こ「パチン」と音びする 
まで図の位置を強く押しで確実に□ツクし、先端 
を指で持ち上げで開かないことを確かめでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでから、ス I ブ 
に正しく静かに入れでください。固定タンクや給ミ由タンクに強い 
衝撃をあたえると、》漏れや故障の原因になります。 

» IA ま意 I 給油□び確実にしまつでい 
ないとな油びこぼれで、乂災の原因に 
なります。 

>カラーサインび ■ 全面青で表示されでい 
ることを確認しでください。 [I のよラな場 
含は、ちラー度強く押しでください。 

>給ミ由□の巧部などに、ごみなどびはさまつ 
でいる場含は取り除いでください。 


なミ由びミ由量計のところまで入つでくると、 
黒色に変わつでさます。 

給ミ由□に力を如えで変 
おさせますと、ミ由漏れ 
の原因になりますので、 

変おさせないでください。 

給ミ由ポンプの ホースび 抜 
けないよラを意しでください。 




①確実にロツク今③ロツクの確認 


「パチン」と音びす 
るまで強く押しで 
ください。 


持ち上げる 



給ミ由□(断面） 



カラーサ イン 

給ミを□をしめたあと、 
先端を指で持ち上げ、 
開かないことを確 
かめでください。 


I こぼれたなミ由はよくふき取つでください。 

I 給ミ由タンクび正しく t ットされでいないと、不着乂や途中 
消乂の原因になります。 




4•給油タンクは給油□を下側にしてタンク室に静かに入れ、かの固定 
タンクに正しくむットしてください。 

•空気の冷えたところで給ミ由し、給ミ由量が'少ない（半分]^下）場台は、給ミ由□を開い 
たまま、しばらく室温になじませでから它ットしでください。 

(すぐに t ットすると、温度変化により給ミ由タンク内の空気が'膨張するためなミ由が'異常 
流出し、固定タンクよりあふれることびあります。） 


•初めで給ミ由されるときは、給ミ由タンクをじツトしでから、送ミ由経路になミ由び満た 
されるまで4〜5分位かかります。しばらく待つでから点乂操作しでください。 



給油タンク 


オイル 
フイルター 

固定タンク 




1•ご使用中、給油タンク巧の 
灯油力*空になると、給油ラ 
ンプび点なし、ブガーでお 
知らせします。 


2 •そのまま使用し、固定タンク巧のな油 
び少なくなると給油ランプび遅い点滅 
に変わり、ブザーで給油のず告をしま 
すので、早めに給油しでください。 


3 •給油しないで使用し続けますと、油 
切れとなり自動消义し、給油ランプ、 
運乾ランプの早い点滅とブザーでお 
らせします。 


給ミ由〇 


〈点な〉 


(M 

〈フ''ザー〉 

(ピ-ピ-ピ-ピ-ピ -) 


給ミ由イ〇 ► 

▼ 

〈遅い点滅〉 


(M) 

〈フ''ザー〉 

(ピーピーピーピーピ ー) 


^知 


joj mm 

〈早い点滅〉〈早い点滅〉 


M ) 

〈ブザー〉 

(ピ-ピ-ピ-ピ-ピ -) 


•a 腳 a 

オート給油ポンプ（自動停止装置巧）を使用する場含 

•市販品のオート給油ポンプの給油ホース先端（給油 □) を確実 
に奥まで給ミ由タンクに差込み、ク IJ ップで止めでから給油しで 
ください。 

ク IJ ップで固定しないと、自動停止しない 
でな油びあふれることびあります。必す、 

ク IJ ップを止めでから給油しでください。 

※オート給ミをポンプの取扱ちま（ク IJ ップの 
固定ちま詳細）は、オート給油ポンプの取 
お説明書を確認ください。 


給ミ由 ホース 


オート給油ポンプ 




(オート給'油ポンプ） 
給ミ由 □ 


※オート給ミ由ポンプの 
給ミ由□を奥まで給';由 
タンクに差込む 


V 


ノ 





































































































青い炎の中に 
黄色い炎び混 
じつでいる 




•強燃焼 • 弱燃焼とち工場出荷時に燃焼状態を調節しであります。 
♦炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（ホ乂）び混 
じつでいでち異常ではありません。 




運弦キーを巧しで < ださい。 

参運転ランプは消なしますび、燃焼用•巧流用送風機は、燃焼室び冷却するまで運転を継続します。 

デジタル表示部は温度表示から時刻表示にのり変わります。 

•約6分後に燃焼室びち却され、燃焼用-巧流用送風機び自動的に停止します。 

•外出するとさは、必す消乂しでください。 

• L 么注意 I 長期間使用しない場台は、電源プラグを巧いでください。 

•消乂後は本体内部が'ち却するまで送風を継続します。 

•ストーブに強い衝擊をちえで消乂したり、電源プラグを巧いで消乂することはしないでください。 

•消乂操作後は、乂が'消えでいることを確かめでください。 


〇 


S 転， 


间ほ。方法 


初めでご使用になるときは、給ミ由タンクをじットしでから4〜5分位待って、点火操作をしでください。 


1•運弦キーを巧しで < ださい。 

•運転ランプの点滅と同時に、 
時計表示（末じットの場合は 
た[--1 ) から温度表示に 




のり変わり、気化筒のそ熱を 
開始します。 



2•ず熱が'完了すると自動点义 
しホす。 Q 

>点火と同時に運転 


ランプは点なに変 
ねります。 


運転 

入/切 


► 


3•着义1分後からは、ルー 
ムサーモ它ンサーにより 
温度調節の它ット温度に 
応じで自動的に义カカタ切 
0変わ0ます。 


•着乂時、放電音と同時に着乂音を発しますび異常ではありません。 

♦石油ガス化燃焼のため点乂操作後放電開始まで約3分(気化筒のす熱時間)かかり、その後約1分で巧流用送風機び回 
り、温風び出始めます。なお、予熱時間は室温により多少変化します。 

•初使用時はストーブの防鐘ミ由や塗料などび焼けで、煙やにおいび出ることびあります。 

窓を少しあけで部屋の換気をしなびら、半日から1曰程度「強燃焼」で運転しでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場台び考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 

•送ミ由経路内の空気だまりなどにより、1回で着乂しないことびあります。 

このス I -ーブは、ミス着乂時に再度自動のに点乂動作をおこないますび、それでち着乂しない場台は、点乂操作を 
2〜3回くりかえしでください。 

•点乂後約10分間は、熱膨張のため、熱交換器などから「ピチパチ」という音を出しますび、異常ではありません。 
•外気温び低くなると、給排気筒の先端から連続のに白煙び出ることびあります。 

これは排ガス中に含まれでいる水分び凝結しで水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

•ストーフ''の近くでラジオなどを使用すると、ラジオに雑音が'混入するおそれが'あります。 

^3^责目 運転中は、ルームサーモ它ンサーにより設定温度に応じで自動的に火力び切り変わります。 

運乾中に温度調節キーヒ)吐)を巧しで希望の設定温度にさわせでください。 

• tJ キーを1回押すと設定温度び1で下びります。 

• i + J キーを1回巧すと設定温度び1で上びります。 

•曰田 キーを巧しつづけると、設定温度は連続しで変わります。 

•設定温度は、12でから30でまでの範国びじットできます。 


1 設定温度 

室内温度 1 

1 : 

••旧 1 

温度/時刻 § 


■^M+B 


最小乂力でち室温が： t 昇する場合（気温の高いとき、曰あたりの良い部屋）は、エコモードをお選びください。 

■エコモードのセット 〇 I ■エコモードの解除 〇 

エコ （ eco ) キーを巧しでください 。 L ちラ1度エコキーを巧しでください。 

参エコランプが'消なしで通常運転に 
ちどります。 


じ〕ランプび点なします。 



峨 


エコモードとは‘ 


•最大乂力を約30%おさえで運おします。 

•設定温度び20でに設定されます。ただし、設定温度び20でよりちおい場含は、そのままの設定温度にな 
ります。また、エコモードをじットした後でち、設定温度は変更で含ます。 

•室温び設定温度より約2で上昇すると自動のに消乂し、設定温度まで下びると自動のに再点乂しで、室温を 
調節します。自動消乂中は、エコランプのみ点巧しでいます。 



正常燃焼 



























































タイ マーの 使用方法 


ド踊を倒栏 ga 。 


時計合せ〇 
タイト合せ〇 



I .表/示切換キーをがしで、時計 
含せランプを点なさせます。 

•現在時刻をじットする前は、 
午後12:00を表示します。 


2. 時計調節キーの b & j を巧しで現在時刻を 
它ットしでください。 

•1 回巧すごとに 1—1 (時）は1時間、 [5 (分） 

は1分進みます。 

押しつづけると表示は連続しで進みます。 

参 g (時）キーで時刻含わせをしたときは 
午前-午後をまちびえないよラにま意しで 
<ださい。 


タイマー時刻合わせ 


1•表/示切換キーを巧しで、夕 
イ7—させランプを点なさ 
せます。 

•タイマー時刻をじツトする 
前は、自動的に午前5:00 
にじツトされでいます。 


時計合は〇 
タイト合せ〇 



2. 時計調節キーの I 一 11+1を巧しでタイ7—点义 
時刻を它ットしでください。 

•1 回巧すごとに 1 —1 (時）は1時間、1 + 1 ( 分）は 
1分進みます。 

巧しつづけると表示は連続しで進みます。 

参0 (時）キーで時刻含わせをしたときは午前 • 
午後をまちびえないよラにま意しでください。 


• 5 秒間操作が'ないとき、時刻表示部は自動のにちとの表示にちどります。 

•停電で時刻表示部び I - -1:广 - I を表示したら時刻台わせをおこなつでください。 

•タイマー時刻は1度じットすれば、電源プラグを抜いたり、停電などびないかぎり記憶されます。 


酶設定温度 

室内温度 1 

1： EI : 

日日 

K : 温度/時刻 1 


おはよ5タイマー 


■ストーブ停止中からのタイマーセット 
1•運弦キーをがしで < ださい。 

2. おはよラタイ7—キーを巧しで<ださい。 

参おはよラタイマーランプが'点なしで、じット完3です 
参デジタル表示部におはよラタイマーじット時刻び表示 
され、おはよラタイマー運転に入ります。 

参約5秒後に現在時刻表示にちどります。 

•合わせた時刻になると、タイマーじット前の運転モードで運転を開始します。 
•必す「現在時刻含わせ」、「タイマー時刻含わせ」を先におこなつでください。 


〈おはようタイマーランプ点な〉〈運転ランプ消な〉 


眶— ■+ 眉 



■おはようタイマーの解除 


運乾キーを巧します。 

•おはよラタイマーランプび消なし、デジタル表示 
部が'現在時刻表示にのり変わります。 

•外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマー 
t ットは絶なしないでください。予想しない事故び発を 
するおそれが'あります。 

•タイマーじット後に停電びあった場含は、タイマー運転 
は解除されます。 


〈おはようタイマーランプ消な〉〈運転ランス肖な〉 


P 

設定温度 室内温度 k 



民前 • 

tj • nn 1 

1 時間〇 


唆多， 

/ L - u U I 

〇 2時間〇 

〇 

mk 

温度/院刻 i 

タイ7-運宝方 




おやすみタイ7— 


■おやずみタイマー運転のセット 

おやすみタイ7—キーを巧しでください。 

•設定時間のおやすみタイマーランプが'点なし、設定時間 
経過後自動消火し、同時にデジタル表示部は r /7 i ° ド巧 
となります。 



【1回巧す-1時間運転後自動消火 

■おやずみタイマー運転の解除 


2回巧す-2時間運転後自動消火】 

〈おやすみタイマーランプ消な〉 


おやすみタイマーキーをがしで、おやすみタイマーランプを消なさせで 
ください。 

参このが態で、おはよラタイマー運転されでいない場含は燃焼び継続しま 
すので、消火するときは運転キーを巧しでください。 


1時間〇 A 

〇 2時間〇 :〇： 

—二ぉに _ 1 — 



































































おはようタイマーとおやすみタイマーの同時運転 


1•おやすみタイマーを它ツトしでください。（原7ぺージ) 
2•おはようタイマーを它ツトしでください。（厮7ぺージ) 

•必すおやすみタイマーの它ツトを先におこなつでください。 
おはよラタイマーのじツトを先におこないますと、おやすみ 
タイマーのじツトをすることはできません。 


/設定時間のおやずみタイマーランプと 
\おはようタイマーランプ、運転ランプび点巧 



チャイルド□ック 


おろ様などによるいたすら操作の防止や、誤って運輯キーを巧しでち点火しないよラにする機能です。 

■チャイルド□ックのセット ■チャイルド□ックの解除 


チャイルドロックキーを3砂が巧に3回がしで 
<ださい。 

参チャイルド□ックランプび点な 
するとじツト完3です。 

参運転中または停止中でちチヤイ 
ルド□ツクできます。 


再度チャイルドロックボタンを3秒が巧に3回 
巧しで < ださい。 

♦運転中にチャイルド□ックをじットすると、じット中 
は運輯停止（消乂）操作]^外は受け付けません。 
•停止中にチャイルド□ックをじットすると、じット中 
はすべでの操作を受け付けません。 



回まを装置 

このストーブには巧のよラな安全装置びついでいます。安全装置び作動しで消乂した場台は、ストーブと周園の点検-処置を 
おこなつでください。すべでの安全装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 

また、すべでの処置は必す、ストーブび消乂し本体温度び十分下びつでからおこなつでください。 


安全装置 

原因-作動結果 

処置方法 

巧震 g 動消乂装置 

([19]表示） 

•地震(震度約 5 必上)や強い衝擊を受けたとさは 
巧震自動消乂装置び作動しで自動自勺に消乂し 
ます。 

•地震によって作動した場ち、周囲の巧燃物、機器の損傷、ミ由漏 
れ、給排気筒の外れなど異常びないことを確認しでから再点乂 
しでください。 

不完を燃焼防止装置 
〔ガスじンサー] 

( 点滅表示） 

( を却点滅表示） 

( 点な表示） 

•万一排ガスび漏れた場ちは不完全燃焼防止装置 
び働いで消乂します （[ y 白点滅表示)。 
•不完全燃焼防止装置び連続しで 4 回作動すると 
「連続不完全燃焼通知機能」び働き、お知らせし 
ます（应 H ) 点滅)。 

参さらに不完全燃焼防止装置(不完全燃焼通知機能） 
び連続しで 3 回た動すると「再点乂防止機能」び 
働き、再点乂でさなくなります（应因点な)。 

参排気管に外れびないか、また他の燃焼機器などの影響びない 
か確認しでください。 

•部屋の換気を十分にしで、お買い求めの販売店またはコ□ナ 
サービス它ンターに連絡しでください。 

点乂ちを装置 
燃焼制御装置 

([£3表示表示) 

•点乂ミス-途中消乂をしたとさに自動消乂し 
ます。 

•「曰常の点検-手入れ」（〔這^ 9 -10 ページ)をしでから点乂操作 
をしでください。処置しでち繰り返しエラー表示び出るとさは、 
一旦運輯キーを「停止」にしでお買い求めの販売店またはコ□ナ 
サービスじンターに連絡しでください。 

停電ちを装置 

♦停電や電源プラグびコン t ントから抜けたとき 
は、すべでの運転を停止します。 

•停電復帰(再通電)後デジタル表示部に [ E £ J び表示され、ストー 
ブは運転しません。再度点火操作をしでください。 

過熱防止装置 
〔安をサーモスタット] 

(表示部全消な） 

•フアンフイルターや温風吹出□びほこりなどで 
ふさがれたり、ストーブ前面に障害物びあるな 
どしで本体内部び過熱すると自動自勺に消乂しま 
す。 

•フアンフィルターや温風吹出□の掃除をしでから再点乂しで 
ください。 10 ぺージ）処置しでち繰り返しエラー表 
示び出るときは、一旦運輯キーを「停止」にしでお買い求めの 
販売店またはコ□ナサービスじンターに連絡しでください。 


因その他の装置 


装置の名称 

原因’作動結果 

処置方法 

排気管巧け検知装置 

•排気管の接続部び外れたり、排気管抜け検知用リード 
線び断線したときには、安全装置び作動し、エラー表 
示 [ fOI を出し、自動のに消乂します。 

排気管巧け検知装置び作動しでいる場含は、エラー表 
示 Eo ) び出で点乂できません。 

•原因を調べ、処置後点乂操作をしでください。 

排気□キャップ 

f ねづ^ 傷 


•排気管抜け検知装置にたよらす、給排気筒や延長管 
を月に1度は点検しで < ださい。 

II 糸非刻同 

排気管巧け検知用リード線のゆるみまたは、 
外れ-切れびないか確認しでください。 



過電流防止装置 
(15 アンペア） 

•内部配線のシヨートにより過電流び流れたとき、電流 
ヒューズび切れ、すべでの運輯を停止します。 

•お買い求めの販売店またはコ□ナサービス它ン 
ターに修理を依頼しでください。 

室温異常上昇防止装置 

([ ED 表示） 

•部屋の温度び50で必上になったときに自動のに消乂 
します。 

•窓をあけ、部屋の換気をしでから、点乂操作を 
おこなつでください。 











































給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 (1 シーズン 1〜2 回) 


参給排気筒が'つまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くもび巣をつくったり異物び入ったりしでいると 
きは、必す掃除しでください。 



画曰常の点巧•手入れ 

点検*手入れは、消乂後ストーフ''び十分ちえでから、必す電源プラグをコンじントから抜いでおこなつでください。 

massM •電気部品の分解や市販品との交換は絶巧にしないでください。 

•燃焼部の分解は絶対にしないでください。 

参部品にさわるときや、内部を掃除するときは、けがをしないよラ(こ手袋をはめでおこなつでください。 

参ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 


ストーブとストーブ周囲の点検 


• 「么注意 I 力ーテン • 巧回や毛布など燃えやすいものを近づけないでください。乂災び発をするおそれびあります。 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 

ストーブはいつも清潔にしでご使用ください。 

• I 么注意 I 給油タンクおよび機器などから油漏れが'ないことを確認の上、ご使用ください。 

♦ミ由漏れが'ある場台は、お買い求めの販売店またはコ□ナサービス它ンターに修理を依頼しでください。 

\_ J 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 (使用ごと) 


参 I 警告 I 給排気筒(管-ホース)び外れたまま使用しないでください。 

外れでいると運転中に排ガスが'漏れで危険です。 

♦ I A 警告 I 給排気筒トップの周りび雪でふさがれたまま使用しないでください。ふさびれでいるときは、除雪 
しでください。閱そくしでいると、運転中に排ガスが'室内に漏れで危険です。 

参 給排気筒およびトップの周固に障害物び置かれでいないか、点検しでください。 


固定タンクの手入れ 


参ときどき、オイルフィルターや固定タンク内を点検しでください。 

給油時などに混入した水やごみが'オイルフィルターや固定タンクの底に 
たまることびあります。 

オイルフィルターの手入れととちに固定タンクの手入れちしでください。 

•オイルフィルターを取り出し、市販のスポイトなどで固定タンク内にたまつ 
でいるごみや水を抜いでください。 

•こぼれたなミ由はよくふき取つでください。 



オイルフイルターの手入れ (1 シーズン 1 〜 2 回） 


•固定タンクからオイルフイルターを取り出し、中のごみやほこりを除去 
しでから、きれいなな油で洗浄しでください。 

•洗ミき後は、ちとどおりじツトしでください。 

•絶巧に水で洗わないでください。 

参給ミ由タンクの中になミ由び入つでいるのに、給油ランプび点滅し火び消え 
たときはオイルフイルターにごみやほこりびたまつで油の流れを悪くし 
でいます。ときどきオイルフイルターの掃除をしでください。 



のぞさ窓の透明度が悪くなったとさ一 お買い求めの販売店またはコ□ナサービスセンターに依頼してくださし、。 


>異常燃焼（においびしたり、給排気筒から黒煙び出るよラなとき）をしでいる場合びあります。バーナの点検 
とあわせで熱交換器の点検をお買い求めの販売店またはコ□ナサービスたンターに依頼しでください。 
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熱交換器の点検 (1 シーズン！〜2回）お買い求めの販売店またはコ□ナサービスセンターに依頼してください。 


熱交換器の内部にすすが'異常にたまると、不完全燃焼の原因になります。 

参異常燃焼(においびしたり、給排気筒から黒煙び出るよラなとき)びおこった場合には、バーナの点検とあわせ 

で熱交換器の点検をお買い求めの販売店またはコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 

V_ J 


ンフィルターの掃除（週1回 m 上) 


参フアンフイルターは1週間に1回]^上必す掃除をしでください。 

ごみやほこりなどでフイルターびつまると、送風力び弱くなり 
排気温度の上昇やストーブ表面温度の上昇、また過熱防止装置び 
作動する原因になります。 

■掃除のしかた 

運転停止後、温風び出なくなったことを確認しでください。 

①フアンフイルターを引き上げではすす 

フアンフイルターのほこりを掃除機などで取り除いでください。 

③フアンフイルターを 取り付ける 

掃除び終わったらフアンフイルターを背面カバー上の凹部にそわせで下 
げで、巧流フアンガードに取り付けます。（フアンフイルターについでい 
る磁石で固定されます。）フアンフイルターと背面カバー上び同じ高さに 
なつでいることを確認しでください。 


引き上げで 

はすす 


巧流フアンガ 


迂意 I フアンフイルターをはすしたまま運転しないでくださし、。 
ごみやほこりび内部にたまり、故障や異臭の原因になります。 



そわせで下げ 
取り付ける 


フアンフイルター 


背面カバー上 同じ高さ 



温風吹出□の掃除 (週1回) 


参本体や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめ 
らせたやわらかい巧でふき取つでください。 

•しつこいちれは中性洗剤を使用し、 

十分からぶきしでください。 

•温風吹出□羽根を巧け'たり、変お 
させないよラにミち意しでください。 

•ベンジン、シンナーなどでふかな 
いでください。変色します。 



地震などの災害が発生したときの点検 


地震などの災害び発生し、製品に振動や衝撃び加わった 
ときは、運転前に必す次の点検をおこなっでください。 

参給が気筒周0のがれ、漏れの確認 
•機器の損傷点お 

点検で異常が'みつかった場合は、お買い求めの販売店 
またはコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでくだ 
さい。 


回定期点巧 

コ□ナ密閉式石ミ由ストーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品びあります。定期点検は専門の 
巧術者び、設置状態•給排気まわりの点検、安全装置および運転動作の点検•確認、使用時間により消耗劣化しやすい部品の 
点検などをおこないます。安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですから必す受けでください。 

• 2 シーズンに1回程度、シーズン終3後などに定期点検を受けでください。ただし、湿度の高い所、ほこりの多い所（例えば、厨房 
室や製綿工場など）、温泉地域でご使用の場含は、1シーズンに1回程度の点検び必要となります。 

•点検のごホ目談はお買い求めの販売店または修理資格客〔(お)曰本石油燃焼機器保守協舍 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管 
理講習舍修3客（石ミ由機器技術管理±など）]のいるお店、ちしくは、最寄りのコ□ナサービスたンターまたは営業所のお客様ご相 
談窓 □ (本書裏表紙に記載）までご相談<ださい。 

•定期点検の費用についでち、お買い求めの販売店、ちしくは最寄りのコ□ナサービスじンターまたは営業所のお客様ご相談窓□(本 
書裏表紙に記載）までお問い含わせください。点検の結果、部品交換および修理などび必要な場含は、処置内容および費用につい 
でお客様にご相談申し上げます。 


■定期点検の内容 


( 項目 

内容 A 

設置が態、給排気まわりの点検-確認 

•製品の設置、使用が態 •給排気筒の接続とつまり •給ミ由 □ 

安全装置および運輯動作の点検-確認 

• 安全装置の働さ • 運転動作の確認 ♦ 操作部品や動く部品の働さ 

環境-使用時間により劣化しやすい 
部品の点検-確認 

•点乂プラグ、フレーム□ッドなどの点検 •給排気部品、排気管接続用0リングなどの点検 

• バーナなどの点検 • 各種送風機の点検 • 各種パッキンの点検 

^^^品の清掃 • 整備 

•本体内 •フアンフィルター、巧流用送風機 •固定タンクの水巧き •オイルフィルター J 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症状は 
あ 0 ませんか 

•ミ由もれびする。 

•強いにおいびする。 

♦運転中に異常な音が'する。 

•その他の異常や故障びある。 


_ ご使用中止 _ 

故障や事故の防止のため必すお買い求めの 
販売店にご連絡ください。点検•修理につ 
いでのご費用など詳しいことはお買い求め 
の販売店にご相談ください。 


10 
























































処置方法 


排気管巧け検知装置の作動 




参 


り] 


排気管の接続部および排気管巧け検知用リード線の接続 
部の外れびないか点検し、外れでいたら正しく接続する 


不完全燃焼防止装置の作動 


参 




P 胃 がめ の販娜 または]□ナ 


室温異常上昇防止装置の作動 


参 


IzL 


窓をあけ、部屋の換気をする 


水平に設置されでいない 


参 


水平器により水平に設置する 


給気 ホースび 外れでいる 




t ピ.パ 


確実に接続する 


不良な油(変質な油-不純な油)を使用しでいる 


り•パ 


良質のななと入れかえる 


温風吹出□びふさびれでいる 


参 


表示部を消な 


障害物を取り除< 


電源コードの断線 


参 


お買い求めの販売店またはコ□ナサービスじンタ- 
修理を依頼する 


-(こ 


フアンフイルターの ほこりだまり 


♦ 


表示部を消な 


掃除をする 


給排気筒の先端びおおわれでいる 


参 


t ピ.パ 


おおつでいるちのを取り除く 


が気管の接続部にスキ7びある 


♦ 


接続箇所に正しく取り付ける 


I 嫂震滿つたまたは、スト-ブに衝撃を 




fS 


「地震などの災害が'発生したとさの点検」 （ t ^ i 0ページ) 
の点検項目を確認し、運転キーを押しなおし、再点乂する 


が気管の配管び長すぎる 


♦ 


延長 3 m 、 曲びり3箇所杉下にする 


連絡パイプの袋ナツトび締まっていない 


締め直す(お買い求めの販売店またはコ□ナサービス t 
ンターに修理を依頼する） 


給ミをタンクに灯油びない 


♦ 


♦ 


給';由する 


停電中である 




とと 


通電されるまで待つ 


電源プラグびコンじントに差しこまれでいない 


コンたントに確実に差しこむ 


晒が障 • 異常の見分け方と処置方法 


次のよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にもラー度お確かめくださし、。 


•巧の表にちとづいで、ちラー度お確かめください。 

♦表にないエラー表示の場含、あるいは処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にごホ目談ください。 


国部品交換のしかた 


^不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場台には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔（お）曰本石油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了者（石油機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 

部品交換はコロナ純正部品とご指定ください。 




(現 象 

説 明 ^ 

点 

乂 

時 

乂 

日！ 

初めで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱塗料やほこりなどび焼けるためです。窓をあけ、換気をしなびら強燃焼で半曰か 
ら1曰程度運輯しでください。 

初めで使用するときや、シーズン初めの初使用時に 

1回で着义しない。 

固定タンクになミ由びみたされるまで4〜5分位待って点乂操作をしでください。 

送ミ由経路の空気だまりなどにより、1回で着乂しないことびあります。2〜3回点乂 
操たをくりかえしでください。 

すぐに点乂しない。 

石ミ由ガス化ちすのため予熱時間が'約3分必要です。（予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチ•ピチ」という音びする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。異常ではありません。 

点乂しでちすぐ温風び出ない。 

不快なち風を出さないためで、本体内部び暖まると温風び自動的に吹き出できます。 

消乂しでち温風び出でいる。 

本体内部が'冷却するまで送風を継続します。 

燃 

焼 

時 

点乂プラヴ•フレーム□ッド•バーナヘッドが啸くなる。 

炎に熱せられでホ熱するためです。異常ではありません。 

炎の中に黄色い炎び混じる。 

異常ではありません。 

使用中にとさどさ「ポコポコ」といラ音が'する。 

給ミ由タンクから固定タンクのちになミ由び流出するときの音で異常ではありません。 

そ 

の 

レ也 

給排気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

外気温び低くなると、排ガス中に含まれでいる水分び凝結しで水蒸気になるためで、 
異常燃焼による白煙ではありません。 

「カチ-カチ」時計のよラな音が'する。 

電磁ポンプの運転音です。異常ではありません。 ^ 


部品交換のとさの注意 


巧 


ホ乂で燃える 


炎び大きく 
ならない 


においびする 


油漏れびある 


モニタ—ランプ 
ちつかない 
運転しない 

乂び途中で 
消えでしまラ 

大さな燃焼音を 

あげで燃える 


点乂しない 





























































画呆管(長期囲ほ用しない場合） 

シーズンオフや長期間使用しないときは、なの要領で手入れをおこない保管しでください。また、いたんでいるところび 
ある場合は、修理をしでから保管しでください。 

•電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

_♦垃注意 J 長期間使用しないときは、電源プラヴを抜いでください。_ 

2•給油タンクを取り出し、給油タンク巧のな油をすべで抜き取つでください。 

^•中に水分やごみび残つたままにしでおきますと、給ミ由タンクび腐資する原因になります。_ 

3•フアンフィルター•湿風吹出□のほこりを掃除機などで取り除いでください。 （ t ^10 ぺージ） 

4•オイルフィルターを取り出し、市販のスポイトなどで固定タンクののな油やがを巧き取りの部をきれいにしでください。 
^•オイルフィルターは、灯ミ由ですすぎ洗いしでください。 （ t ：^9 ぺージ）_ 

5•本体のごみやほこりを取り除いでください。 

^•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。_ 

6•本体をしめらせた巧で汚れを落しでから、からぶきしでください。 

7•ストーフ''は据がけたまま保管しで < ださい。 

•温風吹出□や背面の巧流用送風機にほこりなどが'たまらないよラカバーをかけでください。 

(別売の本体化粧カバーのご使用をおすすめします。） 

•どラしでも取り外しで保管されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した場所に横倒しにしないよラに保管しでください。 

•巧シーズンに据付けをおこなラときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

参取あ説明書、工事説明書、保証書ち大切に保管しでください。 


画仕様 


型式の呼び 

FF -3512 GY (薑本型式 F 卜3511 GY ) FF -4212 GY (薑本型式 F 卜4211 GY ) 

種 類 

気化式-強制給排気形-強制な流形 

点 乂ち式 

高圧放電点乂式 

使 用 燃 料 

灯油 （ J に1号な油） 

燃料消費量 

最大 

4.01 kW (0.39 L / h ) 

4.84 kW (0.47 L / h ) 

最ル 

2.01 kW (0.195 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

14,450 kJ/h 17,410 kJ/h 

最ル 

6,264 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.6 % 

最ル 

86.6 o/o 

暖房出力 

最大 

3.48 kW 4.19 kW 

最ル 

1.74 kW 

油タンク容量 

5.0 L 

標準適室 

温暖地 

木 造15.0( 9 置)まで 

コンクリート 21.5(13 置）まで 

木 造 18.0(11 置)まで 

コンクリート 25.0(15 置）まで 

寒を地 

木 造15.0( 9置)まで 

コンクリート 25.0(15 置）まで 

木 造 18.0(11 置)まで 

コンクリート 29.5(18 置）まで 

外 お 寸 ま 

高さ600 mm 幅500 mm 奥巧315 mm (置台を含む） 

質 量 

19 kg 

20 kg 

電源電圧および周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点乂時最大650/650 W 燃焼時33/31 W 

点乂時最大650/650 W 燃焼時34/32 W 

待機時消費電力 

1.3 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4-3 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁賃通部の孔径 

¢75 mm 

排 X\i /nn &. 

260で]^下 

電流ヒューズ 

15 A 

安全装置 

巧震白動消乂装置-不完全燃焼防止装置-点乂安全装置-燃焼制御装置 
停電安全装置-過熱防止装置(安全サーモスタット） 

その他の装置 

排気管抜け検知装置-過電流防止装置 

付属品 

給排気筒じット1 • 取扱説明書1 • 工事説明書1 • 本体固定金具2•置台1 
背面カバー1 • フアンフイルター1 • 所有者票1 


標準適室は、な団ま人*曰本ガス扫油機器工業含の算定薑準によります。 
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c ； 外形寸法図） 


ホ毎浩ミ曼萨 

給排気筒取巧巧（¢75) 


G 端子配置 


0 


10 239125 


味 


叫 


単位 mm 


〇 


〔送油経路図） 



画ア フターヴー ビス 

，刷 ,— QUia 

>このコ〇ナ密閱式石ミ由ス|ブには保証書びついで 
います。「お買いあげ曰-販売店名」などの記入を 
お確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、 

大切に保管しでください。 

>保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

>巧のよラな原因による故障および事故につさましで 
は、保証の巧象になりませんのでま意しでください。 

•変質な》や不純な》などの不良な巧、またなミ由 
な外の燃料使用による故障や事故。 

• 誤った使用ちまによる故障や事故。 


>本書の「故障-異常の見分けちと処置ちま」 （ t ^ ii ページ）の頂に従っ 
で調べでち良くならないときは、電源プラグを抜いでお買い求めの販 
売店または、おおくのコ□ナサービス 1 Z ンターにご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

♦品ち 1觀書、臟説明書を ♦お買し、あげ日 

•型式の呼び1ごらんください。 •故障がお（できるだけ具体的に） 

♦ご住所-ご氏名-電話番看 

•修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証 
書の規定に従って無料修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおおくの 
コ□ナお客様ご相談窓□にお問い含わせください。 



巧流モー$ 


ヒューズ 
1 己 /A 


電源 


口 


醫 


ロロ 

燃焼モータ電磁ポンプ 


イヴナイタ 


口 

ガスじンサ 


晶 


排気筒 □ 


フレーム□ツド！一！ 
ァ-ス u 


基 a 就？な--全 

サーモサーモ 


操作部 9 P 


メモ USW 

回 


操作部 8 P 操作部 3 pL 


■保証期間び過ざているときは 

•お買い求めの販売店にご相談ください。修理によって使用できる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 
•修理料金は、技術料、部品げ、化張料などで構成されでいます。 

♦技術料は、診断-故障箇所の修理、部品交換-調整-修理完3時の点検などの作業にかかる費用です。 

• 部品代は、修理に使用した部品および補助材料げです。 

• 出張料は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技術蓄を派遣する場合の費用です。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石巧ストーフ'の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後7年です。 


修理を依頼されるとき 
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据付けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑華などまちの薑華びあります。 

工事説明書の「特にを意しでいただきたいこと(安全のために必すお守りください)」をお読みになり、販売店または 
据付け業客とよくご相談ください。また、「標準据付け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準 J 風寸け例 


〈正面〉 

mm 


〈側面〉 




〈給排気筒の正面〉 


燃;' 


券含ぶ鱗 


•ただし、不燃物の場合でち、保守点検と性能維持のため可燃物と同じ離隔距離にしでください。 


© 


45 cmJ ^ 上 


45 cmJ ^ 上 



給排気筒を延長する場合のミ主意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり必下で取り付けられる場所を選定しでくださし、。 


積雪地区における注意 


積雪び多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取付場所を選定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 


据付け後の確認 


据イ寸けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りくだ 
さい）」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか確認しでください。 

試運転は、販売店または据付け業客とごいつしよに必すおこなつでください。 

1•運活準備 （ t ：^4 - 5 ページ） 

①給油タンクにな油 ( JIS 1号な油）を給油し、ストーブに它ツトしでください。 

③ ストーブ側面の水平器で、が平に設置されでいることを確認しでください。 

⑤ストーフ''の置台の上や送油管の接続部に、油のたまりや油漏れび'ないか確かめでください。 

④ 電源プラグをコン它ントに差しこんでください。 

参高地で使用される場をは、空気び'希薄なため調整び'必要です。 

(詳しくは、工事説明書の （高地で使用の場合） を参照しでください。 ) 

•。么注意 1 電源プラヴは、コンじントに根元まで確実に差しこんでください。 


2•運活（屈^ 6 ぺージ） ^ 

運乾キーを巧しで < ださい。 

•運転ランプび点滅し、約3分後に着乂し、着乂後約1分で巧流用送風機び回り温風び出ます。 

•炎の状態は青い炎の中にいくらかの黄色い炎(ホ乂）び混じっても異常ではありません。 

•初使用時はス I フ''の防鐘ミ由や塗料などび焼けで、煙やにおいび出ることびあります。窓を少しあけで部屋の換気をしなびら、 
強燃焼で半曰から1曰程度運転しでください。また、小鳥やル動物などに影響する場含が'考えられますので、この間は部屋に 
入れないでください。 


3•消义 （な^ 6 ページ） ^ 

運乾キーを巧しで < ださい。 

•運転ランプが'消灯し、約6分後に本体内部が'冷却すると、燃焼用•巧流用送風機が'停止します。 


画据付け•巧設 


据付け • 移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または設置業客に依頼しで、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定および標準据付け例 


スト—ブ 
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名ち屋市熱田区桜田町 1 巨- 1 ] 
岐阜市六条南 2 - 7-8 
静岡市駿巧区高松 2 - 1 日 -30 
沼津市西椎路 888-1 
津市高茶屋 3 - 29-38 
名ち屋市熱田区桜田町 1 巨 -11 


干 4 已巨 -0004 
〒己 00 -8358 
干 422-8034 
干 410 -0303 
〒已 14 - 08T9 
干 4 已巨 -0004 


TEUO 已 2 ) 74 日一日日 00 (代表） 
TE し ( 0 已 8 ) 268 — 7 已已已(代表） 
TEL ( 0 巳 4 ) 238 — 000 己(代表） 
TE1 _( 0 已已 ) 968 —巨 2 ] 0 (代表） 
TEUO 己 9 ) 234 - 8471 (代表） 
TEL ( 0 己 2 ) 74 日一日巨 03 (代表） 


FAX ( 0 已 2 ) 884 — 6 已已] 
F /\ X ( 0 己 8 ) 2 已 8 — 7 已已〇 
FAX の己 4 ) 238-0006 
FAX (055)968-62]2 
FAX の 59 ) 234-8472 
FAX ( 0 己 2 ) 884 — 6 已已 4 


吹田市南金田 1 - 8-47 干日 64-0044 

彦根市正法寺町南出 78 〒日 22-0024 

京都市伏見区竹田段り I 原町 21 ] 干 61 2-8414 

福知山市荒';可東町 68 〒 620-0061 

巧戸市西区枝吉已 -132 〒 6 巳 1 -2 ] 33 

高松市今里町 1 - 8-5 干 760-0078 

松、山市西垣生町 780 -3 干 79 ] -8044 

吹田市南金田 1 - 8-47 干日 64-0044 


TEU06 ) 63 扫 0 - 2 ] 1 ] (代表） 
TEU0749 ) 24 - 6239 ( 代表） 
TEU07 己) 643 - 2002 ( 代表） 
TEL ( 0773 ) 22 - 0827 ( 代表） 
TEU078 ) 922 - 2431 ( 代表） 
TEU087 ) 83 己一 171 ] (代表） 
TEL ( 089 ) 968 — 73 己](代表） 
TEL ( 0 曰) 6386 —已 670 (代表） 


FAX ( 0 日) 638 日一 72 日 2 
FAX の 749 ) 26 - 21 ] 6 
FAX の 7 己)日 43-0870 
FAX ( 0773 ) 23 - 7 已 92 
FAX の 78 ) 922-2438 
FAX ( 087 ) 83 已一 01 巨 0 
FAX ( 089 ) 9 巨 8 — 73 已 3 
FAX ( 0 日) 638 日一已已 88 


北陸地区 


金 沢 支店 
富山営業所 
福井営業所 
北陸地区サービスセンター 


干] 1 4-0003 
T 190-001 1 
干 270 -2222 
干 24 己 -0063 
干 409-3866 
干] 1 4-0003 


九州地区 


干 920 -0027 TEL ( 076 ) 260 — 0 已 67 (代表） 
干 930 - 0 白 8 己 TEL ( 076 ) 444 — 0 己目 7 (代表） 
干 91 8-8237 TEL ( 0776 ) 23 — 0 己 67 (代表） 
干 920 -0027 TEU076 ) 260 - 0038 ( 代表） 


FAX ( 07 巨) 260 — 077 己 
FAX の 7 巨) 444-06 ]] 
FAX ( 0776 ) 23 - 0 已 80 
FAX ( 07 巨) 2 巨 0—0738 


TEU048 ) 6 己]- 1722 (代表) 
TEL ( 029 ) 241 - 21 72 (代表) 
TEL ( 029 ) 839 —已 32 已(代表) 
TE1 _( 028 ) 632 —已] 0 己(代表) 
TEU0276 ) 38 - 6 己 7 ]( 代表) 
TEL ( 027 ) 3 已] 一 480 已(代表) 

TEL ( 03 ) 3927 - 1 ] 已](代表) 
TEL ( 042 ) 51 9 一已 27 ] (代表) 
TEL ( 047)31 2 - 8330 ( 代表) 
TEL ( 04 巳) 8 已 2 — 400 呂(代表) 
TEL ( 0 已已 ) 268 — 1 己 67 (代表) 
TEL ( 03 ) 3911 - 1131 (代表) 


FAX ( 048 ) 日己！一日 370 
FAX ( 029 ) 241-4268 
FAX ( 029 ) 836-1913 
FAX ( 028 ) 632 —己 20 己 
FAX ( 0276 ) 38 —已已 08 
FAX ( 027 ) 361-9139 

FAX ( 03 ) 3927-1 160 
FAX ( 042 ) 已 28-2382 
FAX ( 047 ) 312-8338 
FAX ( 04 己) 8 己 2 —己已 40 
FAX ( 0 已已 ) 268 —]已 69 
FAX ( 03 ) 3927-1 130 


関東地区 


福岡市博多区東比恵 2 - 2-40 干 81 2-0007 

化九州市ル倉化区愛若 2 - 6-4 〒 803 -0828 

長崎県西彼ホ午郡時津町左底郷ミ兵田 74 - 1 〒 8 日 1 -2 ] 0 巨 
熊本市尾ノ上 1 -] 1-12 〒 862-0913 

大分市=佐 1 - 19-7 〒 870-0108 

宮崎市霧島 3 - 59-2 干 8 呂〇 -0032 

鹿児島市田上 7 - 1 日-己 〒 890-0034 

福岡市博多区東比恵 2 - 2-40 干 81 2-0007 


TEU092 ) 474 -己 771 ( 代表） 
TEL ( 093 ) 已 92 — 8 巨]](代表） 
TEL ( 09 己)呂 82 — 7710 (代表） 
TEL ( 09 巨) 367 — 736 ]( 代表） 
TEL ( 097 ) 己 23 —已] 6 ] (代表） 
TE1 _( 09 呂已 ) 29 — 1 巨 8 曰(代表） 
TEL ( 099 ) 281 - 1321 (代表） 
TEL ( 092 ) 474 - 6001 (代表） 


FAX ( 092 ) 474 —己 77 己 
FAX の 93 ) 已 92-8666 
FAX の 9 己) 882 - 77 日 7 
FAX ( 09 巨) 3 已 9 一巨 323 
FAX ( 097 ) 523—5162 
FAX ( 098 已 ) 2 己一 06 呂已 
FAX の 99 ) 281-1252 
FAX ( 092 ) 474 - S414 


東ミ毎地区 


近畿. 
四国地区 


さいたま市化区宮原町 1 - 674-2 
水戸市笠原町 653-2 
つくば市谷田部日 788- 19 
宇都宮市築瀬町 2313 
太田巿高林東町 237 已 
高崎市問屋町西]- 3-22 

東京都化区豊島 8 - 4-8 
立川市高松町 1 - 22-3 
松戸市高塚新田 9 己-己 
横お市戸塚区原宿 4T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和町西条 2491 -2 
東京都化区豊島 8 - 4 -日 


沖縄地区 


ミ中縄営業が宜野湾市宇地お 738 

シーサイド-パーク] 02 


干 90 ] -2227 TEL ( 098 ) 897 —已 677 (代表） FAX ( 098 ) 897 —已 679 


15121102 


株ぶ含な 


干9已日 -8510 新潟県兰条市ま新保7 - 7 
TEL (02 己 6) 32-21 11 く代表〉 
ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


中国地区 


広 島 支店広島市ち佐南区巧園 3 - 27-20 
米子営業所米テ市目义美町 23 己-] 

岡山営業所岡山市化区辰己 3 日 -103 
徳山営業所周南市徳山字ーノ井手己 63 1-4 
中国地区サービスセンター広島市安佐南区祇園 3 - 27-20 


〒 73 ]- 0]38 TEU082 ) 87 ]- 33 ] 0 ( 代表） 
干 683 - 003 己 TE1 _( 08 已 9 ) 33 —8 ] 已 7 (代表） 
干 700 - 097 巨 TEL ( 086 ) 243 — 77 已](代表） 
干 74 己 -0882 TEL ( 0834 ) 22 —已已日 7 (代表） 
干 73 1-0 138 TEL ( 082 ) 87 ]— 331 己(代表） 


FAX ( 0 吕 2 ) 871-3306 
FAX の 8 己 9 ) 23-0709 
FAX の 8 巨) 243 - 719 ] 
FAX ( 0834 ) 22 —已已 89 
FAX の 82 ) 871-0272 


信越地区 


新 漏 支店兰条市巧溯 3 - 2 - 1 己 
新潟東営業所新潟市東区江南 1 - 日- 4 ] 

長野営業所長野市大豆島日 312 
松本営業所松本市芭賀大义保原 78 已 2 
信越地区サービスセンター王桑市な溯 3 - 2 - 1 己 


干 9 已已 - 0864 下£ 1 _( 02 己巨) 32 — 2 ] 2 巨(代表） 
干 9 己 0 - 08 已已 TE1 _( 02 已 ) 28 巨一 9 ] 3 ] (代表） 
干 38 ] -0022 TEL ( 026)22 ] 一已]]](代表） 
干 399-0033 TE1 _( 02 巨 3 ) 2 巨一 00 已](代表） 
干 9 已已 - 08 巨 4 TEL ( 02 巳 6 ) 32 —2 ] 29 (代表） 


FAX ( 02 己日) 3 己一 8 已 19 
FAX の 2 己) 28 日一 33 ] 3 
FAX ( 026 ) 221-0039 
FAX の 263 ) 2 已 一 996 ] 
FAX ( 02 己 6 ) 32-2 137 


お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあばの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓口に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合びありますのでご了承 
<ださい。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


□□ナサービスセンター 

函の0120 -919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午後7時(日曜、祝祭日は除 <) 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 


化ミ毎道地区 


札 

幌 


支 

店 

札幌市白石区平和通] 6T 目南 ]-19 

干 003 -0028 

TEL ( 01 ]) 8 日 4 - 0440 ( 代表） 

FAX ( 0 1 ]) 8 日 3 - 3 ] 己 4 

旭 

川 

営 

業 

所 

旭川市東旭川南]条 2 了目 2 -已 

干 078 - 82 巨] 

TEL ( 01 曰巨) 37 — 2330 (代表） 

FAX の]巨 6 ) 37-2338 

化 

見 

営 

業 

所 

化見市卸町 1T 目 1-3 

干 090 - 00 已巨 

TE1 _( 01 己 7 ) 3 巨一 9009 (代表） 

FAX ( 01 己 7 ) 3 日一己 9 已 9 

訓 

路 

営 

業 

所 

卸隘市花園町 4- 17 

干 08 己 -0038 

TEL ( 01 已 4 ) 24-4 19 ] (代表） 

FAX ( 0 1 己 4 ) 24 — 04 巳] 

帯 

広 

営 

業 

所 

帯広市西 18 条化 1T 目 17-1 

干 080 -0048 

TEL ( 01 已己 ) 3 已一 7 己 18 (代表） 

FAX ( 0 ] 已已 ) 3 已一 7 已] 0 

函 

館 

営 

業 

所 

函館市西ち硬町 2 1-2 

干 04 1-0824 

TEUO 1 38 ) 48 -已 070 (代表） 

FAX ( 0138 ) 48-6080 

北海道地区サービスセンター 

札幌市白石区米里 3 条 2T 目 6 - 2 己 

干 003 -0873 

TEUOl り 879 - 2 ] 2 ] (代表） 

FAX ( 0 1 1)871 -2400 


化東化地区 


肯ネを ミは 
青森地区サービスセンター 
八戸営業所 
八戸地区サービスセンター 
弘前営業所 
弘前地区サービスセンター 
盛岡営業所 
水沢営業所 
盛岡地区サービスセンター 
が田営業所 
が田地区サービスセンター 


青森市ち館 1 T 目 1 2-38 〒 030 - 094 巨 

青森市ち館 1 T 目 1 2-38 〒 030-0946 

J V 戸市売市 4T 目 4-7 干 031 -0073 

J V 戸市売市 4T 目 4-7 干 031 -0073 

弘前市田園 1 - 2-1 干 03 日- 808 日 

弘前市田園 1 - 2-1 〒 03 日-日 08 日 

盛岡市門 2 - 1 -42 干 020 -0823 

奥州市水沢区水沢工業団地 4T 目 79 〒〇 23-0002 
盛岡市門 2 - ] -42 干 020 -0823 

が田市泉中央 4T 目 4- 18 〒〇 1 0-0917 

秋田市外旭り I 兰千刈 109 -] 〒〇 1 0-0802 


TEL ( 0 ] 7 ) 742 — 82 已已(代表） 
TEUO 1 7 ) 743 - 2971 (代表） 
TEUO 1 78 ) 24 -已 289 (代表） 
TEL(01 78 ) 47 -日已 09 (代表） 
TEUO 1 72 ) 28 - 39 10 (代表） 
TEUO 1 72 ) 2 日一 4770 (代表） 
TEUO 1 9 ) 622 - 4791 (代表） 
TEL ( 0197 ) 22 - 41 已已(代表） 
TEUO 1 9 ) 604 - 0281 (代表） 
TEUO 1 8 ) 864 -已日 7 ] (代表） 
TEL ( 01 呂 ) 864 —已 2 ] 日(代表） 


FAX ( 0 1 7 ) 742 - 827 己 
FAX の] 7 ) 743 -…8 
FAX の] 78 ) 4 己一 4290 
FAX(01 78 ) 71-1344 
FAX の] 72 ) 28 - 019 ] 
FAX ( 0172 ) 29-1 133 
FAX ( 0 ] 9 ) 巨 22 —已 244 
FAX ( 0 ] 97 ) 22 - 44 己 2 
FAX の] 9 ) 曰 04-0283 
FAX の 18 ) 8 日 4 - 84 日 8 
FAX ( 0 1 8 ) 8 日 4 一己 7 已〇 


南東化地区 


仙 台 支店 
山形営業所 
庄内営業所 
郡山営業所 
南ま北地区サービスセンター 


仙台市宮城野区日ノ出町 1 - 7-32 干 9 呂 3 - 003 己 

山形市東青田 3 - 6-28 〒 990-2423 

酒田市錦町 ]- 1 83 -] 干 998-0103 

郡山市亀田 1 - 51-9 干 963-8033 

仙台市宮城野区曰ノ出町 1 - 7-31 〒 983 - 003 己 


TEL ( 022 ) 23 己一 3181 (代表） 
TEL ( 023 ) 642 — 32 巳己(代表） 
TEL ( 0234 ) 31 - 0 己 7 ] (代表） 
TEU024 ) 938 - 2240 ( 代表） 
TEL ( 022 ) 783 - ] 79 ] (代表） 


FAX の 22 ) 236-88 ]0 
FAX の 23 ) 日 42 - 32 已 4 
FAX の 234 ) 31 - 0 已 8 ] 
FAX ( 024 ) 938-3021 
FAX の 22 ) 783 -] 792 


店所所所所^ 

支業業業自化 
業む 
屋営営営 - 
ヴ 
営 

ち阜岡津区 
地 

名岐静沼津 ii 


店所所所所所所^ 

業業^業業業！^ 

ビ 


支 


営営営営営サ 
山 ：. 


阪 

大彦京福巧高松 


I 根都 C 戸松山 I 


已已 
言已7ぶ 


町 c { j 占 

新町東新 
西中田西 
駅田和駅 
市市市市 
沢山井が 
金富福金 


2213已7 
156320 
888980 
0〇。000 
10已130 
310277 
333333 


店所所所所所所^ 

こ員業業業業員^ 
す営 営 
I 営営営営一 
岡^ 島ヴ 

九崎本分崎旧儿妪 
福化長熊大宮鹿如 


店所所所所所店所所所所」 

支業業^業業支業業業業ホ 

営営 I 

東営 営営圏営営営営_ 

ば宮 ヴ 

関戸く都田崎都川葉お府区 

化水つ宇太高首立千横甲願 


103WA05%-0 12 3 dsp 24 























